









































属図書館本と③宮城県図書館伊達文庫本の二本の存在を紹介され、各本の本文や書き入れ注の相違などを検討されて、流布本との関係も視野に入れ、 『紹巴抄』 初稿本から再稿 への展開とその背景、兼如増注本作成の実態などについて詳細な考察を加えられた。結果、従来の説とは異なり、増注された兼如本の方が初稿本をもとしており、版行された流布 は紹巴による再稿 が祖となっ 成立したと考えられると言われた。兼如 本のもとに った本は、彼が奥州に下った天正七年
（一五七九）
四月以前に紹巴から得たも













掲載された「江戸初期承応明暦頃写、卜部吉田家旧蔵」と 本である。③伊達文庫本について、小川氏は、 「 『補訂版国書総目録』 『古典籍総合目録』に記載がなく、未紹介の一本である。全十八冊 、第三 ・ 四冊
（末摘花～花散里）
を欠く。兼如の巻末追加注を一部に有
















































館桃園文庫に、大島本から奥書や巻末注など一部特徴的な部分のみを転写した新写本が所蔵さ いる。それによれば紹巴奥 らびに兼如の巻末追加 が見えることから右二本と同系統の一本と目されるが、詳細は不明である」と言われる桃園文庫本は、こ 青谿書屋旧蔵本
（すなわち大島本）
からの抜書の可能性が高いと思われる。
























































































































































































































会を得て残りを書写し終え と見てよい」 と言わ た。これに対し、小川氏は、兼如が奥州下向 って紹巴から得た は再稿本でなく初稿本であったはずであり、 「天正十六年、文禄二年とは、兼









『紹巴抄』を何らかの機会を得て天正十六年に紅葉賀巻などの追加書写ができたという状況は考えにくいと思われる。おそ く稲賀本紅葉賀巻末にある天正十六年正月九日 花宴巻尾の三月二日の朱筆奥書は奥州における兼如の書写に関わる 次を示しているのだろう。そして、年次の近接具合から見て、伊達文庫Ｂ あ 桐壺・箒木両巻末尾の天正十五年十一月下旬の奥書もそれ 一連の書写作業の進行を表すも ではないかと考えら る。天正十五年十 月二十七日に桐壺巻、同月二十九日に箒木巻、翌 に紅葉賀巻、三月二 花宴 の書写を終える いう進行 であった だろう。稲賀本夕霧巻末にある文禄 年正月二 六日の奥書は紅葉
宮城県図書館蔵猪苗代兼如増注『源氏物語抄（紹巴抄）』について（妹尾） 18
六
賀・花宴両巻の朱筆奥書とは異なり墨書のようなので、これとは別次元の書写に関わる年次なので ないかと思う。伊達文庫Ａ本の奥書が、 天正十五年から十六年にかけて仙台伊達家において『紹巴抄』の書写校合が行われていたことを示すならば、政宗の時代の伊達家において猪苗代家 人々が担った文事の一端が明ら になるわけで、実に興味深いも がある。　
なお、小川氏は、兼如増注本系統の『紹巴抄』に、兼如の説を示




































































































































































































































































書本ということに るが、両本間には巻末識語の有無をはじめ細かな本文異同がかなりあるので 直接の書承関係はなさそうだ しかしながら、Ａ本の体裁からは清書本らし 感じ す ことは先述の通りである。Ａ本はＢ本に近 本文を持った本をもとに書写された清書本であろう ただし、清書後、Ａ は『一葉抄』を参照して注を追加しているというこ になる。おわりに　
本稿では、これまでに紹介されていない宮城県図書館蔵『源氏物



















































 記〕本稿は、国文学研究資料館の基幹研究「日本古典文学における〈中央〉と〈地方〉 」 （平成二十五年度～二十七年度） よる研究成果の一部である。宮城県図書 蔵本の調査および複写にあたっては、同館みやぎ資料室の佐尾博基氏に格別の御高配を賜った。また、国文学研究資料館には収蔵マイクロフィルムの複写について便宜を図っていただいた。記して御礼申し上げる。
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十一
An Introduction about one of the Annotated Books 
Genjimonogatari-sho (Johasho) of which Afterword 
was Written by Inawashiro Kennyo Held in 
Miyagi Prefectural Library
Yoshinobu SENO
　　 This paper introduces one remaining volume from Genjimonogatari-sho (Johasho) owned by 
the Miyagi Prefectural Library which had never been previously introduced and points out its 
potential to be an invaluable resource in order to understand the development of the original 
Johasho annotated by Kennyo.  In 1578, Kennyo was given the first edition of Johasho by his 
master Joha when he went to Oushu; he added notes to this edition, copied it by hand, and 
proofread it repeatedly.  As mentioned in the book’s colophon, the proofreading process that began 
in late November of 1587 was supposedly part of this work.
